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●サドルを上昇させて、サドルが車体に当たった時点で一時停止させて、サドルが車体のジャッキポイントの正しい
 位置(荷重の中心がサドルの中央にかかる位置)にセットされていることを確認してください。セットする位置が
 ずれていた場合、車体が変形したり、荷重バランスの崩れにより重大な事故につながります。
●重たい荷物や人を乗せたままジャッキアップしないでください。
●自動車のエンジンをかけたままで使用しないでください。
●ジャッキが上昇しない場合や、ジャッキが下がってしまう場合は、リリースバルブがゆるんでいる可能性があります
 ので、レバーを右回りに回してリリースバルブをしっかりと締めてください。
●変速ギヤはオートマチック車の場合は「Ｐ」に、マニュアル車の場合は「ロー」または「バック」に入れてください。

警  告

●ジャッキアップした状態のままで車体の下には絶対に入らないでください。車体の下に入って作業

 する場合は必ず十分な耐荷重のある別売のジャッキスタンドを使用してください。

●ジャッキアップした状態のままで自動車を移動させたり、車体に衝撃を与えないでください。
●ジャッキアップ中はレバーを回転させてリリースバルブを締めたり、ゆるめたりは絶対にしないでください。

2.一定の高さで停止する場合
ハンドルの上下操作を停止すると、サドルが自動車を保持したままの状態になります。

警  告

ハンドルを急に回さないでください。サドルが急激に降りると自動車が

落下し使用者が死亡したり重傷を負うおそれがあります。

注  意

オイル漏れや故障の原因になりますので、レバーは180 °(半回転)
以上回さないでください。オイル漏れや故障の原因になります。（図4 ）

3 .ジャッキを下げる場合
レバーを反時計回り(左)にゆっくり回しサドルを下降させてください。
その際、絶対に180 °(半回転)以上回さないでください。(図4)
オイル漏れや故障の原因になります。

危  険

●サドルを上昇・下降させた時に、ジャッキが追従して移動することを確認してください。移動できないまま使用する

 と、サドルがジャッキポイントから外れ、自動車が落下し死亡事故や重傷を負う危険があります。

警  告

●ジャッキアップの際は、車のタイヤをまっすぐの状態にして、ジャッキを車体に対してまっすぐにいれてください。
 ジャッキの向きが斜めになっている状態でジャッキアップした場合、サドルがジャッキポイントから外れ自動車が

 落下し使用者が死亡したり重傷を負う危険があります。
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